
藤
島
地
域
の
昨
年
度
出

生
の
０
歳
児
は

人
と
な

53

り
、
過
去
最
低
の
記
録
と

な
り
ま
し
た
。

特
に
渡
前
地
区
は
男
子

０
人
、
女
子
２
人
の
み
で
、

ど
の
地
区
に
も
な
か
っ
た

少
子
化
で
す
。

過
去
に
は
、
大
半
田
や

上
藤
島
な
ど
、
新
興
住
宅

地
の
人
口
増
加
策
が
あ
り

ま
し
た
が
、
鶴
岡
市
と
の

合
併
後
、
市
中
心
部
に
よ

り
近
い
こ
と
か
ら
、
地
域

の
存
在
感
を
高
め
、
若
者

の
流
出
を
食
い
止
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
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凧
は
凧
で
も
、
呼
び
名
い
ろ
い
ろ
、
形
も
色
々

鈴
木

隆
（
小
中
島
）

凧
は
地
方
に
よ
り
呼
び

名
が
違
う
所
も
あ
る
。

東
京
で
は
タ
コ
、
こ
れ

に
対
し
て
大
阪
で
は
イ
カ

と
言
っ
て
い
た
。

古
く
か
ら
、
東
京
と
大

阪
と
は
ラ
イ
バ
ル
意
識
が

強
く
、
例
え
ば
雛
飾
り
で

内
裏
様
の
位
置
が
左
右
逆

だ

い
り

と
か
、
あ
る
い
は
、
祭
事

の
仕
来
り
、
食
文
化
な
ど

し
き

た

で
も
、
兎
角
、
一
方
が
右

と

か

く

と
言
え
ば
他
方
は
左
と
い

う
よ
う
な
慣
習
が
あ
る
よ

う
だ
。翻

っ
て
見
る
と
、
庄

ひ
る
が
え

内
で
も
鶴
岡
と
酒
田
と
の

間
に
も
似
た
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
る
様
な
気
が
す
る
。

さ
て
、
凧
の
呼
び
名
だ

が
、
長
崎
で
は
ハ
タ
、
岩

手
県
南
部
か
ら
宮
城
県
に

か
け
て
は
テ
ン
バ
タ
。
ヨ

ー
ズ
と
い
う
の
が
山
口
県
。

函
館
で
は
イ
カ
の
ぼ
り
と

も
呼
ん
で
い
た
。

江
戸
の
凧
文
化
が
各
地

に
波
及
す
る
に
つ
れ
、
江

戸
凧
で
は
飽
き
足
ら
ず
、

そ
の
地
方
独
自
の
創
作
凧

が
考
案
さ
れ
た
。

そ
の
中
に
は
、
絵
柄
や

形
が
奇
抜
で
、
骨
組
み
も

複
雑
な
も
の
も
多
く
、
揚

げ
る
技
術
に
熟
練
を
要
す

る
の
で
、
個
人
で
作
る
の

は
難
し
く
、
多
く
は
伝
統

凧
保
存
会
な
ど
が
継
承
し

て
い
る
の
が
現
状
だ
。

風
の
強
い
東
北
地
方
は

角
形
系
が
多
い
が
、
函
館

に
は
烏
賊
の
姿
そ
の
ま
ま

い

か

の
イ
カ
の
ぼ
り
。
東
京
は

奴
凧
、
愛
知
県
安
城
桜
井

や
つ
こ

の
と
ん
び
凧
、
河
豚
で
有

ふ

ぐ

名
な
山
口
県
下
関
の
ふ
ぐ

凧
、
徳
島
県
鳴
門
の
わ
ん

わ
ん
凧
、
北
九
州
市
戸
畑

の
せ
み
凧
な
ど
、
鳥
や
昆

虫
、
魚
に
至
る
ま
で
枚
挙

に
暇
が
な
い
。

い
と
ま

山
形
県
の
伝
統
凧
に
つ

い
て
触
れ
て
見
る
と
、
内

陸
で
は
米
沢
の
コ
マ
凧
、

山
形
の
花
泉
凧
、
新
庄
に

か

せ

ん

は
隠
明
寺
凧
。
庄
内
で
は

お
ん
み
よ
う
じ

酒
田
凧
、
三
川
に
庄
内
凧
、

庄
内
の
広
い
地
域
に
は
す

み
凧
が
あ
る
。
こ
れ
ら
伝

統
凧
に
使
う
紙
は
、
共
通

し
て
楮
、
三
叉
を
原
料
と

こ
う
ぞ

み
つ
ま
た

し
た
丈
夫
な
和
紙
で
あ
る
。

骨
は
節
と
節
の
間
が
長
い

真
竹
や
カ
ラ
竹
を
使
う
が
、

ま青
森
、
北
海
道
に
は
竹
が

育
た
な
い
の
で
青
森
ヒ
バ

を
削
っ
て
骨
に
し
て
い
る
。

竹
は
火
で
炙
り
、
曲
が
り

あ
ぶ

を
伸
し
た
り
曲
げ
た
り
細

の

工
す
る
。
竹
に
虫
が
入
っ

て
骨
が
折
れ
る
事
も
あ
る

の
で
、
晩
秋
か
ら
春
先
に

切
っ
た
竹
を
使
う
。

せみ凧(北九州市戸畑) とんび凧(愛知県安城桜井) 江戸奴凧

ふぐ凧(山口県下関) イカのぼり(函館)

地区別子どもの数　（平成29年3月31日）小学校別生徒数（平成29年4月7日） 中学校生徒数（平成29年4月8日）

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

藤島 男 15 11 14 16 15 12 藤島小 男 31 26 23 27 20 24 藤島中 男 40 47 58

女 14 12 17 16 11 15 女 19 29 31 19 29 23 女 45 54 41

計 計29 23 31 32 26 27 50 55 54 46 49 47 　 合　　計 85 101 99

八栄島 男 4 2 1 2 6 2

女 3 4 4 3 4 4

計 7 6 5 5 10 6

長沼 男 1 6 2 3 5 4 長沼小 男 3 5 5 3 3 2

女 2 5 4 3 4 2 女 6 2 2 5 1 7

計 計3 11 6 6 9 6 9 7 7 8 4 9

渡前 男 0 2 2 5 6 10 渡前小 男 4 6 8 11 6 15

女 2 6 2 3 7 8 女 5 5 6 17 5 8

計 計2 8 4 8 13 18 9 11 14 28 11 23

東栄 男 9 7 8 6 5 3 東栄小 男 4 4 5 5 9 9

女 3 7 5 5 8 8 女 5 5 3 6 10 11

計 計12 14 13 11 13 11 9 9 8 11 19 20

　 合　　計 53 62 59 62 71 68  　 合　　計 77 82 83 93 83 99

男 29 28 27 32 37 31 男 42 41 41 46 38 50

女 24 34 32 30 34 37 女 35 41 42 47 45 49

※複式学級：国の基準では、２個学年あわせて１年生を含むときは８人以下、そ

れ以外では１６人以下
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鶴
岡
市
の
昨
年
度
出
生

数
が
過
去
最
低
の
７
９
７

人
で
初
め
て
８
０
０
人
を

下
回
り
、
前
年
比
１
１
６

人
も
減
少
し
ま
し
た
（
住

民
基
本
台
帳
３
月

日
）。

31

学
校
統
廃
合
や
市
職
員

削
減
な
ど
自
治
体
リ
ス
ト

ラ
の
影
響
は
確
か
で
す
。

2017年４月９日

第１０９５号

編 集 発 行
日本共産党藤島支部

生活相談所
加藤鉱一（宝徳）

℡0235-64-3941
携帯090-8929-4221

ＨＰは「藤島 加藤鉱一」
と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
4月 22人 16,647円
3月 45人 44,902円

凧
は
凧
で
も
、
呼
び
名
い
ろ
い
ろ
、
形
も
色
々

鈴
木

隆
（
小
中
島
）

凧
は
地
方
に
よ
り
呼
び

名
が
違
う
所
も
あ
る
。

東
京
で
は
タ
コ
、
こ
れ

に
対
し
て
大
阪
で
は
イ
カ

と
言
っ
て
い
た
。

古
く
か
ら
、
東
京
と
大

阪
と
は
ラ
イ
バ
ル
意
識
が

強
く
、
例
え
ば
雛
飾
り
で

内
裏
様
の
位
置
が
左
右
逆

だ

い
り

と
か
、
あ
る
い
は
、
祭
事

の
仕
来
り
、
食
文
化
な
ど

し
き

た

で
も
、
兎
角
、
一
方
が
右

と

か

く

と
言
え
ば
他
方
は
左
と
い

う
よ
う
な
慣
習
が
あ
る
よ

う
だ
。翻

っ
て
見
る
と
、
庄

ひ
る
が
え

内
で
も
鶴
岡
と
酒
田
と
の

間
に
も
似
た
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
る
様
な
気
が
す
る
。

さ
て
、
凧
の
呼
び
名
だ

が
、
長
崎
で
は
ハ
タ
、
岩

手
県
南
部
か
ら
宮
城
県
に

か
け
て
は
テ
ン
バ
タ
。
ヨ

ー
ズ
と
い
う
の
が
山
口
県
。

函
館
で
は
イ
カ
の
ぼ
り
と

も
呼
ん
で
い
た
。

江
戸
の
凧
文
化
が
各
地

に
波
及
す
る
に
つ
れ
、
江

戸
凧
で
は
飽
き
足
ら
ず
、

そ
の
地
方
独
自
の
創
作
凧

が
考
案
さ
れ
た
。

そ
の
中
に
は
、
絵
柄
や

形
が
奇
抜
で
、
骨
組
み
も

複
雑
な
も
の
も
多
く
、
揚

げ
る
技
術
に
熟
練
を
要
す

る
の
で
、
個
人
で
作
る
の

は
難
し
く
、
多
く
は
伝
統

凧
保
存
会
な
ど
が
継
承
し

て
い
る
の
が
現
状
だ
。

風
の
強
い
東
北
地
方
は

角
形
系
が
多
い
が
、
函
館

に
は
烏
賊
の
姿
そ
の
ま
ま

い

か

の
イ
カ
の
ぼ
り
。
東
京
は

奴
凧
、
愛
知
県
安
城
桜
井

や
つ
こ

の
と
ん
び
凧
、
河
豚
で
有

ふ

ぐ

名
な
山
口
県
下
関
の
ふ
ぐ

凧
、
徳
島
県
鳴
門
の
わ
ん

わ
ん
凧
、
北
九
州
市
戸
畑

の
せ
み
凧
な
ど
、
鳥
や
昆

虫
、
魚
に
至
る
ま
で
枚
挙

に
暇
が
な
い
。

い
と
ま

山
形
県
の
伝
統
凧
に
つ

い
て
触
れ
て
見
る
と
、
内

陸
で
は
米
沢
の
コ
マ
凧
、

山
形
の
花
泉
凧
、
新
庄
に

か

せ

ん

は
隠
明
寺
凧
。
庄
内
で
は

お
ん
み
よ
う
じ

酒
田
凧
、
三
川
に
庄
内
凧
、

庄
内
の
広
い
地
域
に
は
す

み
凧
が
あ
る
。
こ
れ
ら
伝

統
凧
に
使
う
紙
は
、
共
通

し
て
楮
、
三
叉
を
原
料
と

こ
う
ぞ

み
つ
ま
た

し
た
丈
夫
な
和
紙
で
あ
る
。

骨
は
節
と
節
の
間
が
長
い

真
竹
や
カ
ラ
竹
を
使
う
が
、

ま青
森
、
北
海
道
に
は
竹
が

育
た
な
い
の
で
青
森
ヒ
バ

を
削
っ
て
骨
に
し
て
い
る
。

竹
は
火
で
炙
り
、
曲
が
り

あ
ぶ

を
伸
し
た
り
曲
げ
た
り
細

の

工
す
る
。
竹
に
虫
が
入
っ

て
骨
が
折
れ
る
事
も
あ
る

の
で
、
晩
秋
か
ら
春
先
に

切
っ
た
竹
を
使
う
。

せみ凧(北九州市戸畑) とんび凧(愛知県安城桜井) 江戸奴凧

ふぐ凧(山口県下関) イカのぼり(函館)

鶴岡市の地域別及び三川町の子どもの数（平成29年3月31日現在）
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三川町

羽黒

温海

朝日

藤島

三川町

羽黒

櫛引

温海
朝日

鶴岡市の地域別子どもの数　（平成29年3月31日）
０歳１歳２歳３歳４歳５歳６歳７歳 ８歳 ９歳 10歳11歳12歳13歳14歳

鶴岡
男 288 336 314 344 324 371 369 394 384 406 408 375 412 400 418
女 306 338 342 354 340 357 363 336 343 334 407 389 360 391 403
計 594 674 656 698 664 728 732 730 727 740 815 764 772 791 821

藤島
男 29 28 27 32 37 31 41 41 39 46 41 50 40 47 58
女 24 34 32 30 34 37 34 41 42 47 45 49 45 54 40
計 53 62 59 62 71 68 75 82 81 93 86 99 85 101 98

羽黒
男 23 40 34 25 32 36 32 32 34 34 29 37 38 43 50
女 31 26 21 23 30 34 36 31 32 37 39 31 32 25 44
計 54 66 55 48 62 70 68 63 66 71 68 68 70 68 94

櫛引
男 26 25 18 29 28 34 25 28 29 33 31 28 29 31 41
女 24 31 24 33 24 20 30 26 35 26 31 29 25 26 29
計 50 56 42 62 52 54 55 54 64 59 62 57 54 57 70

朝日
男 11 12 10 12 15 14 10 17 15 17 14 19 13 20 15
女 12 13 12 8 9 14 14 14 12 18 17 12 15 13 14
計 23 25 22 20 24 28 24 31 27 35 31 31 28 33 29

温海
男 15 19 16 19 13 15 19 18 19 21 24 26 30 36 36
女 8 11 12 16 19 27 19 22 24 23 30 22 22 31 20
計 23 30 28 35 32 42 38 40 43 44 54 48 52 67 56

合計
男 392 460 419 461 449 501 496 530 520 557 547 535 562 577 618
女 405 453 443 464 456 489 496 470 488 485 569 532 499 540 550
計 797 913 862 925 905 990 992 10001008104211161067106111171168

三川町の子どもの数　（平成29年3月31日）
０歳１歳２歳３歳４歳５歳６歳７歳 ８歳 ９歳 10歳11歳12歳13歳14歳

三川町
男 33 41 36 33 35 30 40 39 41 31 28 41 33 36 40
女 32 29 29 33 33 31 32 35 19 33 38 33 31 32 32
計 65 70 65 66 68 61 72 74 60 64 66 74 64 68 72



埼
玉
県
行
田
市
は
、
江

ぎ
よ
う
だ
し

戸
時
代
に
は
中
仙
道
の
裏

街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄

え
た
町
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
に
戦
国
の
世
（
１

４
０
０
年
代
頃
）
に
築
城

さ
れ
て
、
戦
い
に
明
け
暮

れ
た
乱
世
を
見
守
っ
て
き

た
城
が
有
っ
た
。

城
の
名
前
は
「
忍
城
」。

お
し
じ
よ
う

城
の
周
囲
を
湖
に
囲
ま
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
浮
城
と

も
呼
ば
れ
て
、
難
攻
不
落

を
誇
る
関
東
の
名
城
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
ら
し
い
。

し
か
し
、
他
の
多
く
の

城
の
よ
う
に
明
治
新
政
府

に
よ
っ
て
取
り
壊
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た

（
現
在
は
復
元
、
昔
の
天

守
が
現
存
す
る
の
は
姫
路

城
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
女
城
主
・
直
虎
」
の
彦

根
城
を
含
め
て

し
か
な

12

い
と
い
う
）。

さ
て
、
こ
の
「
忍
城
」

を
わ
ず
か
の
手
勢
で
石
田

三
成
の
大
軍
か
ら
城
を
守

り
き
っ
た
と
い
う
総
大
将

を
元
に
し
て
書
か
れ
た
小

説
が
、
映
画
化
さ
れ
た
の

が
「
の
ぼ
う
の
城
」
と
い

う
変
な
題
名
。

城
は
行
田
市
に
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
興
味
を
持

ち
（
テ
ク
テ
ク
歩
い
た
中

仙
道
沿
い
に
あ
っ
て
懐
か

し
か
っ
た
）、
観
た
映
画
の

内
容
は
次
の
と
お
り
。

関
東
最
大
の
勢
力
で
あ

る
北
条
家
の
小
田
原
城
を

攻
め
て
い
た
豊
臣
秀
吉
が
、

「
武
功
を
立
て
よ
」
と
石

田
三
成
に
命
じ
、「
忍
城
」

を
攻
め
さ
せ
た
が
な
に
せ

不
落
。

自
尊
心
の
塊
の
よ
う
な

三
成
が
き
り
き
り
舞
い
さ

せ
ら
れ
た
揚
句
、
業
を
煮

や
し
て
選
ん
だ
作
戦
は
、

備
中
高
松
城
の
よ
う
な
水

攻
め
で
築
か
れ
た
堰
が
総

延
長

㎞
に
も
の
ぼ
っ
た

30

と
い
う
。

城
は
湖
に
浮
か
ん
だ
よ

う
に
な
っ
て
も
持
ち
こ
た

え
た
が
、
殆
ど
犠
牲
者
を

出
さ
な
い
で
、
仕
え
る
小

田
原
城
の
落
城
に
よ
っ
て

城
明
け
渡
し
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

私
は
見
た
こ
と
は
無
い

が
、
こ
の
時
の
堰
が
現
存

し
石
田
堰
と
呼
ば
れ
て
い

る
そ
う
だ
。

「
の
ぼ
う
」
と
は
「
で

く
の
ぼ
う
」
と
言
う
意
味

だ
そ
う
だ
が
、
三
成
方
と

の
戦
い
の
時
に
、
小
田
原

城
に
い
る
領
主
に
代
わ
っ

て
指
揮
を
執
っ
た
の
は
一

門
の
成
田
長
親
。

武
勇
も
策
略
も
な
い「
で

く
の
ぼ
う
」
と
陰
口
を
叩

か
れ
た
が
、
何
故
か
民
百

姓
に
は
信
望
が
あ
っ
た
そ

う
な
。

最
近
市
井
で
囁
か
れ
て

い
る
の
は
市
の
新
文
化
会

館
。
自
己
満
足
で
ご
り
押

し
発
注
し
た
方
に
「
の
ぼ

う
の
総
大
将
」
の
よ
う
な

人
望
が
あ
っ
た
ら
、
将
来

に
悔
い
を
残
す
こ
と
に
は

な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
と

思
っ
て
し
ま
う
。

市
長
へ
の
提
言
は
が
き

先
日
あ
る
酒
席
で
市
へ

の
批
判
が
出
さ
れ
た
。
オ

メ
ガ
ダ
、
批
判
や
苦
情
は

デ
ン
ジ
ダ
ド
モ
、
行
動
シ

ネ
バ
ダ
メ
ダ
モ
ン
ダ
。
て

な
こ
と
で
、
市
長
に
ハ
ガ

キ
を
出
す
運
動
に
、
俺
が

ハ
ガ
キ
を
出
し
た
こ
と
を

話
し
た
ら
、
そ
れ
ア
レ
サ

書
ゲ
チ
ャ
と
な
っ
た
の
で
、

記
す
と
、
題
「
藤
島
体
育

館
の
状
況
に
つ
い
て
」
で

あ
る
。

▲
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

に
お
世
話
に
な
っ
て

年
20

に
も
な
る
だ
ろ
う
か
、
健

康
保
持
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
人
気
も
あ
り
、

利
用
者
は
多
い
で
す
。
一

方
、
ア
リ
ー
ナ
は
、
土
・

日
曜
日
に
な
る
と
、
駐
車

場
が
満
杯
に
な
る
ほ
ど
学

校
対
抗
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

利
用
が
多
い
か
ら
だ
ろ
う

が
、
冷
た
い
水
が
出
る
水

飲
み
場
は
、
使
え
な
く
な

っ
て
５
年
に
も
な
る
か
と

思
う
。
普
通
の
水
飲
み
場

も
そ
ん
な
も
の
か
。
ト
イ

レ
は
、
近
年
１
階
も
２
階

も
男
の
小
の
方
が
複
数
で

使
用
不
可
の
表
示
が
出
て

き
ま
し
た
で
す
。
多
く
の

利
用
は
こ
れ
か
ら
も
続
く

わ
け
な
の
で
、
早
急
な
修

理
が
必
要
で
す
。
新
年
度

予
算
で
対
処
し
、
子
供
た

ち
に
気
持
ち
良
く
使
っ
て

も
ら
っ
て
下
さ
い
ナ
。

▲
回
答
が
２
月
８
日
付
け

で
あ
り
ま
し
た
。
提
言
を

貰
っ
た
こ
と
と
体
育
館
の

利
用
に
つ
い
て
御
礼
が
あ

り
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、

藤
島
体
育
館
は
平
成
８
年

３
月
の
竣
工
か
ら

年
が

20

経
過
し
て
お
り
、
施
設
設

備
の
劣
化
が
著
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
の
指
定
管
理
者
で
あ

る
体
育
協
会
が
計
画
的
な

修
繕
に
（
指
定
管
理
者
が
、

で
再
度
は
が
き
を
出
す
）

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
し
て
今
年
は
、
大
き
な

所
の
修
繕
を
先
に
や
っ
た

も
の
で
、
ト
イ
レ
に
も
手

を
出
し
た
が
お
金
が
足
り

な
か
っ
た
。
来
年
度
に
修

繕
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

（
石
川
）

返
事
が
き
た
。
ス
ペ
イ

ン
大
使
館
は
「
２
０
０
１

年
を
も
っ
て
徴
兵
制
を
終

了
し
、
職
業
軍
人
制
度
に

移
行
し
ま
し
た
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
戦
争
に
反
対
し
徴
兵

に
応
じ
な
く
な
っ
た
か
ら

で
す
」
と
、
子
ど
も
た
ち

は
「
反
対
す
れ
ば
徴
兵
制

は
な
く
な
る
ん
だ
」
と
に

ぎ
や
か
に
な
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
は

「
日
本
が
戦
争
時
に
軍
事

国
家
と
し
て
国
内
外
に
多

大
な
犠
牲
を
強
い
た
こ
と

へ
の
強
い
反
省
を
込
め
て
、

期
総
合
学
習
を
「
私
た
ち

の
暮
ら
し
と
憲
法
」
と
し

進
め
て
い
る
。
あ
る
子
が

「
徴
兵
制
が
始
ま
る
な
ら

親
戚
の
住
む
国
に
逃
げ
る
」

と
発
言
し
、
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
「
な
ぜ
そ
の
国
に

徴
兵
制
が
な
い
の
か
」「
ど

の
国
に
徴
兵
制
が
あ
る
の

か
」
と
一
挙
に
盛
り
上
が

っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
皆

で
手
分
け
し
て

カ
国
の

34

大
使
館
に
手
紙
を
出
し
た
。

非
軍
事
・
平
和
国
家
へ
１

８
０
度
歩
み
を
転
換
し
た

こ
と
に
関
し
て
は
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
政
府
は
核
兵
器
保

有
や
戦
争
に
対
し
て
一
貫

し
て
反
対
し
て
お
り
、
平

和
な
国
際
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
上
で
日
本
を
重
要

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
の
回
答
が
あ

っ
た
。

「
日
本
が
平
和
を
求
め

て
い
る
と
分
か
っ
て
い
る

ん
だ
ね
」
と
の
意
見
が
出

た
。

東
京
和
光
小
学
校
藤
田

先
生
の
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
火

曜
日
連
載
で
あ
る
。
３
学

しんぶん赤旗3月28日付


